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　（1）ワード形式（.doc）の原稿（コピーを含めて計 2 部）、 （2） 論文情報・著者情報の 2 点を、編集事務局（立
教大学心理教育相談所）に、別紙スケジュール表にあるその年度の締切日必着で、郵送または手渡しす
ること。3（2）にある論文情報・著者情報が足りない場合、及び書類に不備があったものは受理しない。
 
5.　原稿の受理
　原稿は、『執筆・投稿の手びき』に則っているか編集事務局にてチェックし、形式が不備の場合には
投稿者に修正のために返却する。別紙スケジュール表にあるその年度の第一回編集会議の時点で、『執筆・
投稿の手びき』に則っていると判断されたものを受理する。
6． 掲載の採否
（1）編集委員会が指定する査読者が審査し、その報告に基づき編集委員会が決定する。
（2）審査結果に基づき、原稿の修正を求めることがある。ただし審査終了後の加筆修正は認めない。
（3）査読者のコメントに対して、『執筆・投稿の手びき』では、原稿のどこをどのように改稿したかを
明確に記述すれば、修正対照表はなくてもかまわないとあるが、『立教大学臨床心理学研究』においては、
修正対照表を提出すること（『執筆・投稿の手びき』p.19 を参照）。
7. 刊行
（1）投稿された論文は、編集委員会において採択された年の翌年刊行される号において掲載される。
（2）初校は１月に著者に送付される。著者校正は初校のみ行う（『執筆・投稿の手びき』p.21 を参照）。
